
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第２５６８号（１） 令和８年（２０２６年）３月２０日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

28,897円

28,559〃

28,469〃

28,792〃

29,342〃

29,231〃

28,880〃

28,514〃

28,399〃

The Grand Moments プロジェクト
宝
石
と
の

グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
と

大
谷
翔
平
選手

The Grand Moments 
プロジェクト ステートメント

どちらも大事なこと

3月5日㈭

6日㈮

9日㈪

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

16日㈪

17日㈫

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　
時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

シチズン アテッサ

カシオ製品４件

ACT Line エコ・ドライブ

耐衝撃ウオッチ
G-SHOCK ２製品など

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
世
界

的
に
権
威
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

賞
「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
６
」
に
お
い
て
、
同
社

の
製
品
４
件
が
受
賞
し
た
。

【
受
賞
製
品
の
概
要
】

　
■
耐
衝
撃
ウ
オ
ッ

チ
“G

-S
H

O
C

K
 

”

「M
TG-B4000

」

　
耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ

“G-SHOCK

”
の
メ
タ
ル
と

樹
脂
を
融
合
さ
せ
た“M

T-G

”

シ
リ
ー
ズ
よ
り
、
人
と
Ａ
Ｉ
の

共
創
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
耐
衝

撃
ウ
オ
ッ
チ
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

る
荷
重
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
、
カ
ー
ボ
ン
と
グ
ラ
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
を
積
層
し
た
母
材

か
ら
削
り
出
し
た
独
創
的
な
フ

レ
ー
ム
が
特
徴
。
側
面
か
ら
見

え
る
美
し
い
レ
イ
ヤ
ー
模
様

と
、
ザ
ラ
ツ
研
磨
を
含
む
繊
細

な
加
工
に
よ
り
上
質
感
と
立
体

感
を
実
現
し
た
、
人
間
と
Ａ
Ｉ

の
協
働
に
よ
る
革
新
的
な
デ
ザ

イ
ン
。

　
■
耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ

“G-SHOCK

”「GA-V01

」

　“G-SHOCK

”
の
本
質
で

あ
る
「
タ
フ
ネ
ス
」
を
新
た
な

構
造
と
デ
ザ
イ
ン
で
表
現
し
た

耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ
。
ベ
ゼ
ル
・

バ
ン
ド
一
体
構

造
に
よ
る
有
機

的
な
フ
ォ
ル
ム

に
、
エ
ッ
ジ
の

SAN-100H

M
oflin

GA-V01

M
TG-B4000

効
い
た
突
起
形
状
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
圧
倒
的

な
存
在
感
を
放
つ
ビ
ッ
グ
サ
イ

ズ
の
タ
フ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
を
実

現
。
新
開
発
の
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
構
造
に
よ

り
、
磁
石
の
力
で
取
り
付
け
た

シ
ョ
ッ
ク
リ
リ
ー
ス
針
が
衝
撃

を
受
け
流
し
、
針
の
大
型
化
と

デ
ザ
イ
ン
自
由
度
を
向
上
さ

た
。

　
■
サ
ウ
ナ
ー
専
用
腕
時
計

“
サ
時
計
”「SAN-100H

」

　
設
定
温
度
１
０
０
℃
※
ま
で

の
サ
ウ
ナ
で
使
用
で
き
る
サ
ウ

ナ
ー
専
用
腕
時
計
。
経
過
時
間

を
測
る
12
分
計
機
能
を
搭
載

し
、
ア
ナ
ロ
グ
針
で
直
感
的
に

時
間
を
把
握
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
し
て
い
る
。
耐
熱
・
耐

湿
設
計
の
ケ
ー
ス
に
加
え
、
裏

蓋
の
ネ
ジ
が
肌
に
触
れ
に
く
い

構
造
や
、
温
浴
施
設
で
馴
染
み

の
あ
る
鍵
の
カ
ー
ル
バ
ン
ド
な

ど
、
サ
ウ
ナ
で
の
使
い
や
す
さ

を
追
求
し
た
。

　
※
腕
に
着
用
し
た
状
態
で
15

分
以
内
の
使
用

　
■AI

ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト

“M
oflin

”

　「
こ
こ
ろ
の
、
と
な
り
に
、

い
つ
も
。」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

開
発
し
た
Ａ
Ｉ
ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ

ト
で
す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

愛
ら
し
い
フ
ォ
ル
ム
に
、
触
り

心
地
の
良
い
モ
フ
モ
フ
と
し
た

毛
並
み
を
纏
い
、
生
き
物
ら
し

い
自
然
な
動
き
と
表
情
を
実
現

し
ま
し
た
。
独
自
開
発
の
感
情

Ａ
Ｉ
に
よ
り
４
０
０
万
通
り
以

上
の
個
性
を
持
ち
、
飼
い
主
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
感
情
豊

か
に
成
長
し
ま
す
。

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
、
大
治
良
⾼
社
⻑
）

が
展
開
す
る
『
シ
チ
ズ
ン 

ア

テ
ッ
サ
』
のACT Line

エ

コ
・
ド
ラ
イ
ブ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
電

波
時
計
が
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と

品
質
を
評
価
す
る
ア
ワ
ー
ド

の
証
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ

る
「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
６
」
を
受
賞
し
た
。 

　
■
受
賞
商
品 

　
今
回
受
賞
し
た
『
シ
チ
ズ
ン 

ア
テ
ッ
サ
』ACT Line

エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
電
波
時

計
（
以
下
、
ア
テ
ッ
サ
）
は
、

シ
チ
ズ
ン
の
⾼
度
な
チ
タ
ニ
ウ

ム
加
⼯
技
術
で
ヘ
ア
ラ
イ
ン
仕

上
げ
を
施
し
た
⼋
角
形
ベ
ゼ
ル

の
頂
点
と
ケ
ー
ス
の
稜
線
を
合

わ
せ
、
ケ
ー
ス
と
バ
ン
ド
に
一

体
感
を
持
た
せ
た
美
し
い
フ
ル

フ
ロ
ー
ス
タ
イ
ル
が
特
⻑
。
太

陽
光
や
室
内
の
わ
ず
か
な
光
で

発
電
す
る
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
は

定
期
的
な
電
池
交
換
が
不
要
で

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
優
れ
て

い
る
。 

　
今
回
の
受
賞
は
、
５
つ
の
審

査
項
⽬
の
中
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
。搭
載
す
る
光
発
電
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
は
、
１
９
９
６
年
に

腕
時
計
と
し
て
日
本
で
初
め
て

「
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
」
に
認
定

さ
れ
た
技
術
で
あ
り
、
シ
チ
ズ

ン
が
世
界
初
の
ア
ナ
ロ
グ
式
光

発
電
時
計
（
現
・
エ
コ
・
ド
ラ

イ
ブ
）
を
発
売
し
て
か
ら
今
年

で
50
周
年
と
い
う
節
⽬
の
年
を

迎
え
る
。

　
光
発
電
時
計
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
エ

コ
・
ド
ラ
イ
ブ
を
シ
チ
ズ
ン
は

こ
れ
か
ら
も
発
展
さ
せ
て
い

く
。 

　 

環
境
保
護
の
観
点
か
ら

も
評
価
を
受
け
、
日
本
で
は

１
９
９
６
年
に
腕
時
計
と
し
て

初
め
て
「
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
」

に
認
定
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星

電
波
時
計
は
地
上
か
ら
約
２
万

㎞
、
宇
宙
空
間
を
周
回
す
る
Ｇ

Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
位
置
・
時
刻
情

報
を
取
得
し
、
時
刻
・
カ
レ
ン

ダ
ー
を
⾃
動
で
修
正
。
地
球
上

の
ど
こ
に
い
て
も
広
い
空
が
あ

る
限
り
正
確
な
時
刻
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。 

　【
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー

ド
に
つ
い
て
】

　
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

は
、
１
９
５
４
年
以
来
、
国

際
的
に
権
威
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
ア
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ま
た
ｉ
Ｆ
ロ
ゴ
は
優
れ

た
デ
ザ
イ
ン
の
証
と
し
て
広

く
認
知
さ
れ
て
い
る
。 

こ

の
賞
は
、「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」「
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ

イ
ン
」「
建
築
」「
イ
ン
テ
リ

ア
・
内
装
」「
コ
ン
セ
プ
ト
」、

「
Ｕ
Ｘ
（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
）」「
Ｕ
Ｉ（
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）」

の
９
つ
の
分
野
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
レ
ッ
ド

ド
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
賞
、
ア
メ

リ
カ
の
Ｉ
Ｅ
Ｄ
Ａ
賞
に
並
び

世
界
３
大
デ
ザ
イ
ン
賞
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

主なニュース主なニュース主なニュース

　日本眼鏡技術者協会は、５月に
実施される「眼鏡作製職種」につ
いて、２４２３人（前年比１１８
％）の申し込みがあった。

京セラのラボグロウン宝石
がルキアに採用（２面）

眼鏡作製技能士の申込者は前
年比 118％の 2423 人（３面）

ミラノデザインウィークにグ
ランドセイコーを出展（4 面）

　京セラ㈱のラボグロウン宝石
「クレサンベール」が、セイコー
ウオッチ㈱が発売する腕時計「セ
イコー ルキア」Happy Collecti
on の装飾に採用された。

　セイコーウオッチ㈱は、４月
２１日（火）から２６日（日）ま
でイタリア・ミラノで開催される

「ミラノデザインウィーク 2026」
に、国産腕時計を代表する〈グラ
ンドセイコー〉として出展する。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代

表
取
締
役
会
長
兼CEO

兼

CCO

）
と
共
に
10
年
の
年
月

を
重
ね
て
き
た
大
谷
翔
平
氏

が
、
２
０
２
６
年
か
ら
、
グ
ラ

ン
ド
セ
イ
コ
ー
の
グ
ロ
ー
バ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
新
た
な
歩

み
「The Grand M

om
ents 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し

た
。。

　
尊
い
時
と
向
き
合
う
思
想
に

共
鳴
す
る
両
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
、
こ
こ
か
ら
新
た
に

動
き
出
す
。

　
大
谷
翔
平
氏
は
、
グ
ラ
ン
ド

セ
イ
コ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

　「（
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
の
）

積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
の

一
部
を
、
自
分
が
感
じ
て
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

い
う
嬉
し
さ
は
あ
り
ま
す
し
、

願
わ
く
は
今
後
も
一
緒
に
歩
ん

で
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
一

瞬
一
瞬
に
誠
実
に
向
き
合
う
姿

勢
。
そ
の
誠
実
さ
は
、
目
の
前

の
瞬
間
の
質
を
高
め
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ

の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
時
の
質

を
磨
き
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
。理
想
を
掲
げ
な
が
ら
、

い
ま
を
突
き
詰
め
、
そ
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
姿
勢
。

　
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
あ
く
な
き
探
究
心
を
も
っ

て
理
想
を
追
い
続
け
る
両
者

が
、
時
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

そ
の
質
を
磨
き
続
け
て
い
く
取

り
組
み
。

　
大
谷
翔
平
氏
は
、
時
の
質
を
磨
く
こ
と
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　「
一
回
一
回
の
質
を
ど
れ
だ
け
高
め
て
い
く

か
と
い
う
の
も
大
事
で
す
し
、
突
き
詰
め
た
こ

と
を
ど
れ
だ
け
長
い
期
間
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
も
、ど
ち
ら
も
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
と
大
谷
翔
平
氏
は
、
こ

れ
か
ら
共
に
歩
み
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

姿
勢
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

　“Live Grand Moments.”

　すべてのものに平等に与えられる時。

　その質を、どこまで磨けるか。

　突きつめる想いが強いほど、人生は輝く。

　信じる道を進めば、自ずと世界は開く。

　時の探究に終わりはない。

一
瞬
一
瞬
に
誠
実
に
向
き
合
う

両
者
の
思
想
体
現
す
る
た
め
に

世
界
的
デ
ザ
イ
ン
賞

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
品
質
を
評
価

一
回
一
回
の
質
を
ど
れ
だ
け
高
め
る
か

そ
し
て
ど
れ
だ
け
長
い
期
間
で
き
る
か

大
谷
選
手
の
コ
メ
ン
ト

グローバルパートナーシップが始動ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド　

受
賞

2026

シチズンと
カシオ栄誉
シチズンと
カシオ栄誉



第２５６８号 令和８年（２０２６年）３月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

日
本
宝
石
協
会 

３
３
０
冊
贈
呈

ベ
リ
テ 

昨
年
に
続
き
３
月
23
日
か
ら

山
梨
県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
に

『
３
６
６
日
宝
石
図
鑑
』
を
寄
附

田
中
貴
金
属
役
員
人
事

「
Ｊ
Ｃ
接
客
２
イ
ベ
ン
ト
」へ
の
協
力
依
頼

お
客
様
相
談
室
最
近
の
相
談
事
例
№
９
配
布

Ｊ
Ｊ
Ａ
第
７
回
理
事
会
概
要

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 102 146 143.1% 1,677 1,230 73.3%

ﾈｯｸﾚｽ 3,475 3,362 96.7% 40,966 32,888 80.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,448 867 59.9% 9,390 7,565 80.6%

その他 107 469 438.3% 2,291 4,173 182.1%

計 5,132 4,844 94.4% 54,324 45,856 84.4%

指輪 422 195 46.2% 1,934 1,683 87.0%

ﾈｯｸﾚｽ 13,237 13,547 102.3% 140,218 133,502 95.2%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,657 4,858 132.8% 38,093 45,990 120.7%

その他 5,289 4,291 81.1% 42,933 49,401 115.1%

計 22,605 22,891 101.3% 223,178 230,576 103.3%

指輪 16 0 － 58 44 75.9%

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 18 48 266.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 785 963 122.7% 15,258 10,795 70.7%

計 801 963 120.2% 15,334 10,887 71.0%

指輪 99 0 － 174 27 15.5%

ﾈｯｸﾚｽ 39 20 51.3% 949 371 39.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 26 50 192.3% 286 183 64.0%

その他 0 0 － 0 0 －

計 164 70 42.7% 1,409 581 41.2%

指輪 639 341 53.4% 3,843 2,984 77.6%

ﾈｯｸﾚｽ 16,751 16,929 101.1% 182,151 166,809 91.6%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 5,131 5,775 112.6% 47,769 53,738 112.5%

その他 6,181 5,723 92.6% 60,482 64,369 106.4%

計 28,702 28,768 100.2% 294,245 287,900 97.8%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 82 211 257.3% 1,110 1,768 159.3%

盃 341 202 59.2% 10,386 3,127 30.1%

バッジ 0 0 － 972 1,856 190.9%

その他 362 550 151.9% 2,790 4,044 144.9%

計 785 963 122.7% 15,258 10,795 70.7%

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和8年1月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 102 146 143.1% 1,677 1,230 73.3%

ﾈｯｸﾚｽ 3,475 3,362 96.7% 40,966 32,888 80.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,448 867 59.9% 9,390 7,565 80.6%

その他 107 469 438.3% 2,291 4,173 182.1%

計 5,132 4,844 94.4% 54,324 45,856 84.4%

指輪 422 195 46.2% 1,934 1,683 87.0%

ﾈｯｸﾚｽ 13,237 13,547 102.3% 140,218 133,502 95.2%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,657 4,858 132.8% 38,093 45,990 120.7%

その他 5,289 4,291 81.1% 42,933 49,401 115.1%

計 22,605 22,891 101.3% 223,178 230,576 103.3%

指輪 16 0 － 58 44 75.9%

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 18 48 266.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 785 963 122.7% 15,258 10,795 70.7%

計 801 963 120.2% 15,334 10,887 71.0%

指輪 99 0 － 174 27 15.5%

ﾈｯｸﾚｽ 39 20 51.3% 949 371 39.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 26 50 192.3% 286 183 64.0%

その他 0 0 － 0 0 －

計 164 70 42.7% 1,409 581 41.2%

指輪 639 341 53.4% 3,843 2,984 77.6%

ﾈｯｸﾚｽ 16,751 16,929 101.1% 182,151 166,809 91.6%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 5,131 5,775 112.6% 47,769 53,738 112.5%

その他 6,181 5,723 92.6% 60,482 64,369 106.4%

計 28,702 28,768 100.2% 294,245 287,900 97.8%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 82 211 257.3% 1,110 1,768 159.3%

盃 341 202 59.2% 10,386 3,127 30.1%

バッジ 0 0 － 972 1,856 190.9%

その他 362 550 151.9% 2,790 4,044 144.9%

計 785 963 122.7% 15,258 10,795 70.7%

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和8年1月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

　
㈱
ベ
リ
テ
は
２
０
２
５
年
に

引
き
続
き
、
３
月
23
日
（
月
）

か
ら
広
島
東
洋
カ
ー
プ
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー

（
写
真
）
を
発
売
す
る
。

　
幅
広
い
世
代
の
方
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
展
開
す
る
。

　
今
年
は
、
シ
ン
プ
ル
で
日
常

使
い
し
や
す
い
ピ
ア
ス
や
、
鼓

動
や
呼
吸
で
キ
ラ
キ
ラ
と
揺
れ

続
け
る
ダ
ン
シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン

を
使
用
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
展

開
す
る
。

　
日
々
の
小
さ
な
瞬
間
に
カ
ー

プ
を
感
じ
ら
れ
る
、
日
常
が

も
っ
と
楽
し
く
な
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。

　
⑴SV925 

キ
ュ
ー
ビ
ッ

ク
ジ
ル
コ
ニ
ア
ネ
ッ
ク
レ

ス
〈
カ
ー
プ
ロ
ゴ
〉
約
40
㎝

（
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
カ
ン
付
き
） 

１
万
１
０
０
０
円
（
税
抜
１
万

円
）
⑵SV925 

シ
ン
セ
チ
ッ

ク
ル
ビ
ー
ネ
ッ
ク
レ
ス
〈
ダ
ン

シ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
・
球
団
ロ

ゴ
〉
約
45
㎝
（
う
ち
ア
ジ
ャ

ス
タ
ー
５
㎝
） 

１
万
８
１
５
０

円
（
税
抜
１
万
６
５
０
０
円
）

⑶SV925 

ル
ビ
ー
ネ
ッ
ク
レ

ス
〈
カ
ー
プ
坊
や
・
大
〉
約

50
㎝ 

２
万
９
７
０
０
円
（
税

抜
２
万
７
０
０
０
円
）
⑷

SV925 

ル
ビ
ー
ネ
ッ
ク
レ

ス
〈
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
〉
約
50

㎝
２
万
９
７
０
０
円
（
税
抜

２
万
７
０
０
０
円
）

　
㈱
田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ

（
東
京
都
中
央
区
、
田
中
浩
一

朗
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員
）
は
、
２
月
16
日
に
開
催
し

た
取
締
役
会
、
な
ら
び
に
グ

ル
ー
プ
各
社
（
田
中
貴
金
属
工

業
㈱
、
田
中
貴
金
属
リ
テ
イ
リ

ン
グ
㈱
、
田
中
電
子
工
業
㈱
）

の
取
締
役
会
で
、
新
任
監
査
役

人
事
を
内
定
し
た
。 

　【
田
中
貴
金
属
役
員
人
事
】 

　
㈱
田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ

（
３
月
26
日
付
）   

　
▽
監
査
役
（
常
勤
・
社
外
） 

＝
青
木
信
隆 

　
※
監
査
役
は
３
月
26
日
の
定

時
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
る
。 

　
※
落
合
悟
は
３
月
26
日
付
で

監
査
役
を
退
任
す
る
予
定
。

　
田
中
貴
金
属
工
業
㈱
（
３
月

26
日
付
）   

　
▽
監
査
役 
＝
青
木
信
隆
、

坂
本 

弘
之

　
※
監
査
役
は
３
月
26
日
の
定

時
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
る
。 

　
※
落
合
悟
は
３
月
26
日
付
で

監
査
役
を
退
任
す
る
予
定
。 

　
田
中
貴
金
属
リ
テ
イ
リ
ン
グ

㈱
（
３
月
26
日
付
）  

　
▽
監
査
役
＝
青
木
信
隆 

　
※
監
査
役
は
３
月
26
日
の
定

時
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
る
。 

　
※
落
合
悟
は
３
月
26
日
付
で

監
査
役
を
退
任
す
る
予
定
。

　
田
中
電
子
工
業
㈱
（
３
月
26

日
付
）   

　
▽
監
査
役 

＝
青
木
信
隆 

　
※
監
査
役
は
３
月
26
日
の
定

時
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
る
。 

　
※
落
合
悟
は
３
月
26
日
付
で

監
査
役
を
退
任
す
る
予
定
。

　
こ
の
た
び
、
日
本
宝
石
協
会

か
ら
山
梨
県
内
の
小
・
中
・
高

等
学
校
に
対
し
て
『
３
６
６
日

宝
石
図
鑑
』
の
寄
附
の
申
し
出

が
あ
り
、
３
月
12
日
に
山
梨
県

庁
本
館
３
階
第
１
応
接
室
で
３

３
０
冊
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
寄
附
者
側
の
日
本
宝
石
協
会

か
ら
は
、
堀
内
信
之
代
表
理

事
、
望
月
英
樹
副
理
事
長
が
出

席
し
、
受
納
者
側
は
山
梨
県
知

事
、
教
育
長
、
山
梨
県
私
学
教

育
振
興
会
理
事
長
、
産
業
政
策

部
長
の
４
人
が
出
席
し
た
。

　
図
鑑
は
、
県
内
小
・
中
・
高

等
学
校
に
お
い
て
学
校
図
書
と

し
て
活
用
さ
れ
る
。

　【『
３
６
６
日
宝
石
図
鑑
』
に

つ
い
て
】 

　
○
全
６
５
４
種
類
の
宝
石
を

美
麗
な
写
真
と
と
も
に
掲
載

し
、
日
め
く
り
で
楽
し
み
な
が

ら
宝
石
の
深
い
知
識
が
身
に
つ

く
、
日
本
宝
石
協
会
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
図
鑑
。 

　
○
日
本
宝
石
協
会
が
主
催
す

る
「
宝
石
検
定
」
準
１
級
・
１

級
（
２
０
２
７
年
か
ら
開
始
予

定
）
の
公
式
テ
キ
ス
ト
・
副
読

本
。 

　
○
令
和
８
年
３
月
18
日（
水
）

販
売
予
定
。 

　
京
セ
ラ
㈱
（
谷
本
秀
夫
代
表

取
締
役
社
長
）
の
ラ
ボ
グ
ロ
ウ

ン
宝
石
「
ク
レ
サ
ン
ベ
ー
ル
」

が
、
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
が

発
売
す
る
腕
時
計
「
セ
イ
コ
ー 

ル
キ
ア
」Happy Collection

の
装
飾
に
採
用
さ
れ
た
。

　
今
回
「
ク
レ
サ
ン
ベ
ー
ル
」

の
ル
ビ
ー
が
採
用
さ
れ
た
モ
デ

ル
は
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

2026 W
arm

 M
om

ents 

限

定
モ
デ
ル
で
、
そ
の
文
字
盤
を

飾
る
装
飾
と
し
て
彩
り
を
添
え

て
い
る
。
本
商
品
は
、
４
月
17

日
（
金
）
か
ら
６
０
０
本
の
数

量
限
定
で
、
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ

チ
㈱
か
ら
発
売
予
定
。

　「
ク
レ
サ
ン
ベ
ー
ル
」
は
、

京
セ
ラ
の
結
晶
技
術
を
応
用
し

て
誕
生
し
た
、
天
然
石
と
同
一

の
成
分
を
持
つ
ラ
ボ
で
作
ら
れ

た
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
宝
石
（
人
工

宝
石
）。
１
９
７
５
年
に
エ
メ

ラ
ル
ド
の
製
造
に
成
功
し
て
以

来
、
現
在
で
は
サ
フ
ァ
イ
ア
や

ル
ビ
ー
な
ど
12
種
の
カ
ラ
ー
宝

石
を
展
開
。
２
０
２
５
年
に
は

事
業
が
誕
生
し
て
か
ら
50
周
年

を
迎
え
、
現
在
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
し
て
い
る
。

　
■
「
セ
イ
コ
ー 

ル
キ
ア
」

Happy Collection

　2026 
W

arm
 M

om
ents 

限
定
モ

デ
ル
と
は

　H
appy Collection

は
、

手
元
を
見
る
た
び
に
ハ
ッ
ピ
ー

で
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る

よ
う
な
、
日
常
を
彩
る
ウ
オ
ッ

チ
を
取
り
揃
え
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
。

　W
arm

 M
om

ents 

限
定
モ

デ
ル
は
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ

る
ト
ノ
ー
型
を
ベ
ー
ス
モ
デ
ル

に
採
用
し
、
着
用
い
た
だ
い
た

方
が
「
心
温
ま
る
瞬
間
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
時
を
刻
ん
で
ほ

し
い
」
と
い
う
未
来
へ
の
願
い

を
込
め
た
特
別
な
モ
デ
ル
。

　
希
望
小
売
価
格
（
税
込
み
）

７
万
９
２
０
０
円
。

「
セ
イ
コ
ー 

ル
キ
ア
」Happy Collection

の2026 
W

arm
 M

om
ents 

限
定
モ
デ
ル

７
時
位
置
に
赤
い
ル
ビ
ー
「
ク
レ
サ
ン
ベ
ー
ル
」
が
配
置

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
長

堀
慶
太
会
長
）
は
３
月
10
日
に

記
者
会
見
を
開
き
、
２
月
18
日

に
開
催
さ
れ
た
２
０
２
５
年
度

第
７
回
理
事
会
の
概
要
が
報
告

さ
れ
た
。

　
▪
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
規

入
会
申
し
込
み
に
つ
い
て
個

人
・
法
人
正
会
員
８
社
の
新
規

入
会
申
し
込
み
が
あ
っ
た
旨

説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

２
０
２
６
年
１
月
現
在
の
正
会

員
（
個
人
・
法
人
）
８
３
２
社

　
賛
助
会
員
22
と
な
っ
て
い

る
。

　
▪
第
３
四
半
期
財
務
報
告
で

は
、
第
３
四
半
期
の
収
支
計
算

書
の
経
常
収
益
は
増
額
と
な

り
、
経
常
費
用
に
つ
い
て
は
減

額
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
当
期

経
常
増
減
額
は
予
算
比
大
幅
な

増
額
と
な
っ
た
。
主
な
経
常
収

益
の
増
額
要
因
は
、
検
定
試
験

３
級
の
受
験
料
お
よ
び
、
Ｊ
Ｃ

テ
キ
ス
ト
等
の
売
り
上
げ
の
好

調
と
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
地

金
売
却
収
入
の
前
倒
し
分
に
よ

る
も
の
で
、
経
常
費
用
の
減
額

要
因
は
、
費
用
計
上
の
時
期
の

ず
れ
に
よ
る
減
額
お
よ
び
、
会

館
大
規
模
修
繕
で
あ
る
照
明
設

備
の
更
新
を
、
修
繕
費
か
ら
固

定
資
産
へ
計
上
変
更
と
な
っ
た

た
め
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
度

の
収
支
計
算
書
予
想
額
の
当
期

経
常
増
減
額
は
、
大
幅
な
改
善

予
想
と
な
る
旨
、
併
せ
て
報
告

が
あ
っ
た
。

　
▪
「
Ｊ
Ｃ
在
籍
店
」
パ
ネ

ル
２
０
２
６
の
配
布
に
つ
い

て
で
は
、「
Ｊ
Ｃ
在
籍
店
」

２
０
２
６
版
パ
ネ
ル
を
、
今
年

度
配
布
し
た
店
舗
に
資
格
者
在

籍
確
認
を
行
い
、
順
次
発
送
し

て
い
く
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
２
月
下
旬
発
行
の
機

関
誌
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
に
告
知
文
書
を
同

封
し
て
配
布
先
拡
大
を
図
っ
て

い
く
旨
、
併
せ
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　
▪
第
９
回
Ｊ
Ｃ
接
客
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て
で
は
、

隔
年
開
催
で
来
年
度
開
催
の
Ｊ

Ｃ
接
客
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い

て
、
配
布
資
料
「
第
９
回
Ｊ
Ｃ

接
客
コ
ン
テ
ス
ト
の
ご
案
内
」

に
基
づ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参

加
者
募
集
へ
の
協
力
依
頼
が

あ
っ
た
（
図
参
照
）。

　
▪
Ｊ
Ｃ
接
客
技
術
養
成
ス

ク
ー
ル
２
０
２
６
開
催
に
つ
い

て
で
は
、
Ｊ
Ｃ
接
客
技
術
養
成

ス
ク
ー
ル
２
０
２
６
・
Ｗ
ｅ
ｂ

講
座
に
つ
い
て
、
配
布
の
参
加

者
募
集
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
基
づ
い

て
説
明
が
あ
り
、
募
集
へ
の
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
（
図
参
照
）。

　
▪
第
33
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ

開
催
に
つ
い
て
で
は
、
２
月
27

日
（
金
）
か
ら
３
月
２
日
（
月
）

に
大
阪
市
の
展
示
会
場
「
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
」
で
開
催
さ
れ

る
第
33
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
に

つ
い
て
、
貴
金
属
装
身
具
職
種

に
９
人
が
参
加
予
定
で
、
協
会

か
ら
競
技
委
員
５
人
と
運
営
委

員
１
人
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な

り
、
競
技
運
営
の
準
備
を
進
め

て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
大
会
で
の
上
位
入
賞

者
に
は
協
会
か
ら
報
奨
金
を
授

与
す
る
旨
、
併
せ
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　
▪
Ｊ
Ｊ
Ａ
お
客
様
相
談
室

「
最
近
の
相
談
事
例
№
９
」
配

布
報
告
で
は
、
協
会
お
客
様
相

談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
最
近
の
相

談
事
例
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

「
Ｊ
Ｊ
Ａ
お
客
様
相
談
№
９
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
会

会
員
、
Ｊ
Ｃ
資
格
者
お
よ
び
展

示
会
来
場
者
に
配
布
し
た
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
（
図
参
照
）。

　
▪
「
二
十
歳
の
真
珠
（
は
た

ち
の
パ
ー
ル
）」
の
広
告
に
つ

い
て
、
１
月
下
旬
発
売
の
「
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
」
と
「
婦
人
画
報
」

に
「
二
十
歳
の
真
珠
（
は
た
ち

の
パ
ー
ル
）」
の
広
告
を
掲
載

し
、
さ
ら
に
、
２
月
下
旬
か
ら

３
月
上
旬
の
９
日
間
、
渋
谷
の

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
「
二
十
歳
の

真
珠
（
は
た
ち
の
パ
ー
ル
）」

の
動
画
広
告
を
放
映
す
る
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　
▪
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
進
捗

い
て
、
活
用
促
進
に
向
け
た
説

明
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
理
事

全
員
へ
の
必
須
事
項
と
し
て
、

来
年
度
投
稿
可
能
な
内
容
２
項

目
以
上
の
提
出
依
頼
が
あ
っ

た
。

　
▪
今
年
度
の
決
算
お
よ
び

事
業
報
告
の
作
成
に
あ
た
り
、

「
２
０
２
５
年
度
事
業
報
告（
活

動
状
況
）
の
ご
案
内
」
を
２
月

16
日
付
け
で
、
部
会
長
・
委
員

長
宛
に
発
信
し
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
▪
年
会
費
未
納
の
会
員
に
２

回
目
の
納
付
案
内
を
今
月
上
旬

に
発
送
し
、
現
在
の
未
納
会
員

数
が
17
社
と
な
り
、
３
月
末
日

に
て
未
納
の
会
員
は
退
会
扱
い

と
な
る
こ
と
を
明
記
し
た
最
終

の
案
内
を
３
月
上
旬
に
発
送
す

る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
▪
２
０
２
６
年
度
の
総
務
委

員
会
、
理
事
会
等
の
開
催
日
程

に
つ
い
て
、
配
布
資
料
「
主
要

年
間
会
議
日
程
」
に
基
づ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

状
況
報
告
で
は
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
受

賞
作
品
の
投
稿
お

よ
び
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
に
よ
り
、
２

月
18
日
現
在
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

１
万
９
７
３
４
人

と
な
っ
た
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
協
会
（
公
式
）

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
活
用
方
法
に
つ

当
期
経
常
増
減
額
は
大
幅
増

25
年
度
第
３
四

半
期
財
務
報
告

京セラのラボグロウン
宝石 クレサンベール

限定６００本  ４月１７日発売

セ
イ
コ
ー
ル
キ
ア
限
定
モ
デ
ル
に
採
用

「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
」
と
の

コ
ラ
ボ
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
発
売

25
年
度
第
３
四

半
期
財
務
報
告



第２５６８号令和８年（２０２６年）３月２０日（３） （第三種郵便物認可）

　

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ゴ
ル
フ
上
達
に
は
、「
ま
ず

得
意
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
の
が
大

事
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
そ
の
１
本
が
あ
れ
ば
ト
ラ
ブ

ル
に
見
舞
わ
れ
て
も
ピ
ン
チ
を

切
り
抜
け
、
ス
コ
ア
を
ま
と
め

ら
れ
る
頼
れ
る
ク
ラ
ブ
な
の
で

す
が
、
で
は
番
手
は
何
が
い
い

の
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　
ア
マ
チ
ュ
ア
に
得
意
ク
ラ
ブ

を
尋
ね
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
７

番
ア
イ
ア
ン
、８
番
ア
イ
ア
ン
、

９
番
ア
イ
ア
ン
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
す
。

　
シ
ャ
フ
ト
が
短
く
、
ロ
フ
ト

が
大
き
い
た
め
ボ
ー
ル
を
つ
か

ま
え
や
す
く
ス
イ
ン
グ
し
や
す

い
か
ら
で
す
。
し
か
し
ス
コ
ア

１
０
０
切
り
を
目
指
す
レ
ベ
ル

の
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ら
６
番
ア
イ

ア
ン
を
得
意
に
な
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
に
ど
う
し
て
ス

ラ
イ
ス
の
ミ
ス
が
多
い
か
と
い

え
ば
、
得
意
ク
ラ
ブ
が
シ
ョ
ー

ト
ア
イ
ア
ン
寄
り
だ
か
ら
で

す
。
つ
ま
り
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
傾

向
の
ス
イ
ン
グ
に
な
っ
て
お

り
、
シ
ャ
フ
ト
が
長
い
ク
ラ
ブ

得
意
ク
ラ
ブ
作
る
な
ら

７
番
、８
番
、９
番
よ
り

を
持
っ
て
も
タ
テ
振
り
傾
向
の

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
軌
道
が
強

く
、
お
決
ま
り
の
ス
ラ
イ
ス
と

い
う
ミ
ス
に
な
る
の
で
す
。

　
だ
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
サ

ン
ド
ウ
エ
ッ
ジ
ま
で
の
中
間
ラ

イ
角
の
６
番
ア
イ
ア
ン
な
ら
、

ウ
ッ
ド
も
シ
ョ
ー
ト
ア

イ
ア
ン
も
バ
ラ
ン
ス
よ

く
ス
イ
ン
グ
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
６
番
ア
イ
ア
ン
の
飛

距
離
は
１
６
０
ヤ
ー
ド

前
後
。
ミ
ー
ト
率
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
、

鋭
角
で
も
払
い
打
ち
で

も
な
い
ウ
ッ
ド
と
シ
ョ

ー
ト
ア
イ
ア
ン
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
境
界
線
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
そ
れ
に
６
番
ア
イ
ア

ン
を
手
の
内
に
入
れ
た

ら
、
７
番
ア
イ
ン
か
ら

下
の
番
手
に
不
安
感
が

い
」
と
い
う
力
み
が
抜
け
て
ス

ム
ー
ズ
に
ス
イ
ン
グ
で
き
、
か

え
っ
て
ミ
ー
ト
率
が
ア
ッ
プ
し

て
自
然
と
ボ
ー
ル
が
飛
び
出
す

と
い
う
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

　
つ
ま
り
６
番
ア
イ
ア
ン
を
得

意
に
な
れ
ば
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

上
、
無
理
し
て
コ
ー
ス
を
攻
め

な
く
て
も
よ
く
な
る
わ
け
で

す
。
６
番
ア
イ
ア
ン
で
１
６
０

ヤ
ー
ド
を
き
っ
ち
り
打
て
る
と

い
う
の
は
ス
コ
ア
１
０
０
切
り

に
は
す
ご
い
強
み
な
の
で
す
。

　
８
番
ア
イ
ア
ン
や
９
番
ア
イ

ア
ン
が
得
意
な
ア
マ
チ
ュ
ア
の

場
合
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
手
に
し

て
マ
ン
振
り
す
れ
ば
ヘ
ッ
ド
が

戻
り
き
ら
ず
に
振
り
遅
れ
の
原

因
に
な
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
ラ
イ
角
、
シ

ャ
フ
ト
の
長
さ
と
も
に
全
番
手

の
中
間
で
あ
る
６
番
ア
イ
ア
ン

を
得
意
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
。

　
ど
の
ク
ラ
ブ
を
手
に
し
て
も

ス
イ
ン
グ
イ
メ
ー
ジ
を
し
や
す

く
、
軸
が
ブ
レ
な
い
で
体
の
回

転
を
う
ま
く
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
ス
コ
ア
１
０
０
の
大

台
を
突
破
で
き
な
い
ア
マ
チ
ュ

ア
は
６
番
ア
イ
ア
ン
の
練
習
量

を
増
や
す
と
い
い
で
し
ょ
う
。

６番アイアンを手の内に入れろ
な
く
な
る
。
し
か
も
３
８
０
ヤ

ー
ド
前
後
の
パ
ー
４
で
は
、
自

信
の
あ
る
６
番
ア
イ
ア
ン
を
２

打
目
に
使
う
と
す
れ
ば
、
逆
算

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
飛
距
離
は

２
２
０
ヤ
ー
ド
で
十
分
で
す
。

　
そ
う
な
れ
ば
、「
飛
ば
し
た

い
」「
飛
ば
さ
な
い
と
い
け
な

荒れる春場所初日から
３連敗で屈辱の休場

　
横
綱
大
の
里
が
心
配
だ
。

　「
荒
れ
る
春
場
所
」
と
言

わ
れ
る
３
月
場
所
は
、
横
綱

昇
進
後
初
と
な
る
初
日
黒
星

か
ら
３
連
敗
。
協
会
に
「
左

肩
関
節
脱
臼
で
３
週
間
の
安

静
加
療
を
要
す
る
見
込
み
」

と
の
診
断
書
を
提
出
し
て
４

日
目
か
ら
休
場
し
た
。

　
場
所
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー
か
ら
、「
大
関

安
青
錦
の
綱
と
り
が
か
か
る

場
所
に
な
り
ま
す
が
」
と
問

わ
れ
た
が
、「
今
は
自
分
の

こ
と
で
精
一
杯
で
す
」
と
質

問
に
答
え
る
こ
と
な
く
不
安

気
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　
体
調
不
全
で
初
日
を
迎
え

る
横
綱
の
両
肩
に
、
重
責
が

ズ
シ
リ
と
の
し
か
か
っ
て
い

た
と
想
像
で
き
る
。

　
大
の
里
は
昨
年
11
月
場
所

中
に
左
肩
鎖
関
節
を
脱
臼
し

て
い
る
。
そ
の
ケ
ガ
が
響
き

先
場
所
は
８
日
目
か
ら
３
連

敗
し
、
２
ケ
タ
に
届
い
た
も

の
の
10
勝
５
敗
と
星
を
伸
ば

せ
な
か
っ
た
。

　
初
土
俵
か
ら
３
年
と
い
う

昭
和
以
降
最
速
で
頂
点
に
上

り
つ
め
た
大
の
里
に
と
っ

て
、
左
肩
の
ケ
ガ
は
初
め
て

直
面
す
る
壁
と
な
る
。

　
１
９
２
セ
ン
チ
、
１
８
２

キ
ロ
の
巨
漢
を
生
か
し
、
パ

ワ
ー
で
相
手
を
ね
じ
伏
せ
る

ス
タ
イ
ル
。
こ
う
し
た
力
士

は
ケ
ガ
な
ど
で
パ
ワ
ー
を
発

揮
で
き
な
い
と
、
苦
戦
し
が

ち
だ
。
左
肩
の
ケ
ガ
で
稽
古

が
満
足
に
で
き
て
い
な
い
と

す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
だ
。

　
師
匠
の
二
所
ノ
関
親
方

（
元
横
綱
稀
勢
の
里
）
も
現

役
時
代
は
ケ
ガ
に
泣
か
さ
れ

た
。
大
関
時
代
に
左
足
親
指

を
負
傷
し
て
か
ら
長
く
苦
労

し
た
。
横
綱
と
し
て
初
土
俵

を
迎
え
た
平
成
29
年
３
月
場

所
で
優
勝
す
る
も
、
５
月
場

所
は
左
上
腕
負
傷
で
11
日
目

か
ら
休
場
。
続
く
７
月
場
所

で
は
左
足
間
接
靱
帯
損
傷

（
６
日
目
か
ら
休
場
）。
７
場

所
連
続
休
場
は
横
綱
と
し
て

ワ
ー
ス
ト
記
録
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
30
年
９
月
場
所
は

10
勝
５
敗
と
勝
ち
越
す
も
、

一
人
横
綱
だ
っ
た
11
月
場
所

は
５
日
目
か
ら
休
場
。
翌
31

年
初
場
所
は
初
日
か
ら
３
連

敗
を
喫
し
て
４
日
目
に
引
退

を
発
表
し
た
。

　
横
綱
在
位
12
場
所
の
成
績

は
36
勝
36
敗
97
休
と
、
体
が

ボ
ロ
ボ
ロ
で
ほ
と
ん
ど
土
俵

に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　
ス
ピ
ー
ド
出
世
で
横
綱
昇

進
ま
で
順
風
満
帆
だ
っ
た
大

の
里
に
と
っ
て
も
、
昨
年
の

左
肩
の
ケ
ガ
は
シ
ョ
ッ
ク
が

大
き
か
っ
た
は
ず
だ
。
負
け

が
込
む
と
焦
燥
感
ば
か
り
が

募
り
、
余
計
に
相
撲
が
バ
ラ

プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
ケ
ガ
が
一

番
怖
い
。
競
技
人
生
を
縮
め

か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　
例
え
ば
大
の
里
の
よ
う
に

左
肩
に
不
安
を
抱
え
る
と
無

意
識
の
う
ち
に
ウ
イ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
を
庇
い
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
。
立
ち
合
い
の

ス
ピ
ー
ド
も
遅
く
、
踏
み
込

み
が
甘
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
ケ
ガ
が
完
治
し
て
も
、「
ま

た
左
肩
に
痛
み
が
出
た
ら
怖

い
」
と
い
う
深
層
心
理
か
ら

フ
ィ
ジ
カ
ル
の
有
利
さ
を
生

か
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
横
綱
の
土
俵
入
り
が
見

ら
れ
な
い
寂
し
さ
は
あ
る

が
、
心
技
体
を
整
え
て
大
の

里
に
は
か
つ
て
の
勢
い
を
取

り
戻
し
て
欲
し
い
。（
ス
ポ

ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三
山
典
央
）

順
風
満
帆
だ
っ
た
大
の
里
に
ケ
ガ
の
大
試
練

　
第
１
号
議
案 

所
管
事
項
の
協
議
及

び
報
告
の
件

１
．
薮
下
理
事
長
あ
い
さ
つ
並
び
に
月

次
報
告
、
他

　
①
組
合
員
脱
退
の
報
告

　
㈱
ク
リ
ア
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
㈱
地
球
眼

鏡
）
よ
り
、
組
合
脱
退
届
が
提
出
さ

れ
、
先
ほ
ど
開
催
し
た
３
月
理
事
会
の

席
上
、
承
認
し
た
旨
報
告
し
た
（
４
月

末
日
を
以
っ
て
脱
退
）。

　
尚
、
同
社
代
表
は
、
現
在
副
理
事
長

に
就
任
し
て
お
り
、
当
組
合
定
款
第
28

条
（
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理

事
の
選
出
）
よ
り
、
先
ほ
ど
開
催
し
た

３
月
理
事
会
の
席
上
、
理
事
長
、
副
理

事
長
及
び
常
務
理
事
に
下
記
の
と
お
り

就
任
し
た
旨
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
。

　
＊
理
事
長
…
薮
下
和
巳

　
＊
副
理
事
長
…
平
田
典
生
、
本
谷
創

太　
＊
常
務
理
事
…
齋
藤
行
夫
、
冨
田
洋

正
、
蟹
江
一
郎

　
　

　
ま
た
、
同
社
代
表
は
、
令
和
８
年
度
・

令
和
９
年
度
職
務
分
担
に
も
深
く
関
わ

っ
て
お
り
、
先
ほ
ど
開
催
し
た
３
月
理

事
会
の
席
上
、
下
記
の
と
お
り
就
任
し

た
旨
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
。（
共
同
事

業
部 

展
示
会
委
員
会
〈
Ｗ
Ｏ
Ｆ
〉
委

員
は
、
補
充
し
な
い
）

　
＊
渉
外
関
係
＝
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連

合
会
副
委
員
長
…
本
谷
創
太

　
＊
総
務
部
部
長
…
本
谷
創
太
、財
務
・

管
財
部
委
員
長
…
本
谷
創
太
、
東
京
眼

鏡
卸
相
互
扶
助
会
代
表
…
本
谷
創
太

　
②
組
合
員
事
業
所
変
更
の
報
告

　
吉
田
憲
二
商
店
よ
り
組
合
員
事
業
所

変
更
届
が
提
出
さ
れ
、
先
ほ
ど
開
催
し

た
３
月
理
事
会
の
席
上
、
承
認
し
た
旨

報
告
し
た
。（
事
業
社
）

　
＊
新
事
業
所
名
…
吉
田
メ
ガ
ネ

　
③
第
75
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会

通
常
総
会
に
つ
い
て

　
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会
傘
下
組
合

へ
、
第
75
回
通
常
総
会
挙
行
日
と
し
て

５
月
第
４
週
・
第
５
週
の
中
で
、
複
数

案
を
提
示
し
、
日
程
調
整
を
行
っ
た
結

果
、
３
団
体
と
も
に
都
合
が
よ
い
日
が

あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で

の
挙
行
を
模
索
し
て
い
る
旨
説
明
し

☎

　
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
風
早
昭

正
代
表
理
事
、
略
称
：
日
メ
協
）

は
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
講
座『
フ

ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
手
順
１
』
を

３
月
17
日
か
ら
配
信
し
た
。

　
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
・
非

常
勤
講
師
の
吉
原
智
氏
（
㈱

VIEW
S

代
表
取
締
役
＝
写
真

＝
）
が
講
師
を
務
め
る
。
視
聴

時
間
は
約
1
時
間
7
分
。
受
講

料
は
無
料
。

　「
新
品
の
フ
レ
ー
ム
を
劣
化

さ
せ
な
い
」
意
識
、
新
品
の
フ

レ
ー
ム
を
新
品
の
ま
ま
お
客
様

に
お
渡
し
す
る
た
め
の
効
率
の

良
い
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
手
順
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
お

り
、
今
回
は
大
き
く
分
け
て
①

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
順
序
に
つ

い
て
②
数
値
管
理
に
つ
い
て
③

曲
げ
た
い
箇
所
を
曲
げ
る
、
を

柱
に
し
た
講
義
に
な
っ
て
い

る
。

　
吉
原
氏
は
、
キ
ク
チ
眼
鏡
専

門
学
校
で
12
年
間
、
現
在
は
東

京
眼
鏡
専
門
学
校
で
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

分
か
り
易
い
講
義
で
定
評
が
あ

る
。

　
受
講
方
法
は
、
眼
鏡
作
製
技

能
士
会
員
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
一
覧
メ
ニ
ュ
ー
の

「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
を
選
択

し
、
本
講
座
を
選
択
す
る
だ
け

で
す
。
視
聴
終
了
後
に
は
、
確

認
テ
ス
ト
を
行
い
、
合
否
判
定

ボ
タ
ン
を
押
す
と
１
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
。

　
公
益
社
団
法
人
日
本
眼
鏡
技

術
者
協
会（
木
方
伸
一
郎
会
長
）

は
、
５
月
に
実
施
さ
れ
る
国
家

検
定
「
眼
鏡
作
製
職
種
」
学
科

試
験（
１
級
・
２
級
）に
つ
い
て
、

１
月
20
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

受
検
申
込
を
受
け
付
け
た
。

　
こ
の
た
び
、
２
０
２
６
年
度

試
験
の
申
込
者
数
が
確
定
し

た
。
本
年
度
の
学
科
試
験
は
、

全
国
約
３
０
０
カ
所
の
テ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る
Ｃ

Ｂ
Ｔ
方
式
（Com

puter Bas
ed Testing

）
に
よ
り
、
受
検

者
が
希
望
す
る
会
場
・
日
時
を

選
択
し
て
受
検
す
る
形
式
と
な

る
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
の
詳
細
は
当

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。                      

https://w
w

w
.m

egane-
joa.jp/cbt2026/                                      

　
学
科
試
験
合
格
者
は
実
技
試

験
に
進
み
、
最
終
的
な
合
格
発

表
は
10
月
中
旬
を
予
定
。                 

　
■
２
０
２
６
年
度 

受
検
申

込
者
数
（
前
年
比
） 

１
．
申
込
総
数 

　
２
４
２
３
人
（
前
年
比

１
１
８
％
） 

　
１
級
：
４
６
２
人
（
19
％
） 

　
２
級
：
１
９
６
１
人
（
81
％
） 

２
．
男
女
別
構
成 

　
男
性
：
１
５
３
６
人
（
前
年

比
１
１
３
％
） 
女
性
：
８
８
６

人
（
前
年
比
１
２
９
％
） 

男
女

比
は
男
性
60
％
：
女
性
40
％ 

　
１
級
：
男
性
３
０
人
／
女
性

１
０
２
人 

　
２
級
：
男
性
１
１
７
７
人
／

女
性
７
８
４
人 

　
■
参
考
（
２
０
２
５
年
実
施

試
験
） 

　
試
験
日
：
２
０
２
５
年
５
月

14
日
（
水
）

　
全
国
７
会
場 

　
申
込
総
数
：
２
０
４
８
人

　
〇
１
級
３
９
０
人
（
19
％
） 

　
〇
２
級
１
６
５
８
人（
81
％
） 

　
男
女
別
構
成
：
男
性
１
３

６
１
人
（
66
％
）
／
女
性
６
８

７
人
（
34
％
） 

　
〇
１
級
＝
男
性
３
１
５
人
／

女
性
75
人 

　
〇
２
級
＝
男
性
１
０
４
６
人

／
女
性
６
１
２
人 

　
㈱
イ
ン
タ
ー
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

が
運
営
す
る
メ
ガ
ネ
ブ
ラ
ン

ド
「Zoff

（
ゾ
フ
）」
は
、「JO

URNAL STANDARD re
lum

e

（
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

ス
タ
ン

ダ
ー
ド 

レ
リ
ュ
ー
ム
）」
と
、

２
０
２
６
年
春
の
新
作
ア
イ
ウ

ェ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「Zoff | 

JOURNAL STANDARD 
relum

e

」
を
、
３
月
20
日
か

ら
全
国
のZoff

一
部
店
舗
お
よ

びZoff

公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト

ア
ほ
か
で
発
売
す
る
。

　「Zoff | JO
U

R
N

A
L 

ST
A

N
D

A
RD

 relum
e

」

２
０
２
６
年
の
新
作
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
シ

ェ
イ
プ
な
が
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス

タ
イ
ル
に
も
合
う
ミ
ニ
マ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
揃
え
た
。
性
別
や
世

代
を
問
わ
ず
、
全
て
の
大
人
が

楽
し
め
る
ア
イ
ウ
ェ
ア
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
10
型
、
全
28
種
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

【
商
品
概
要
】

　
商
品
名

　Zoff | JOURN
AL STANDARD relum

e 
2026

　
種
類
・
価
格

　
メ
ガ
ネ
４
型

16
種
９
９
０
０
円
～
１
万
２
２

０
０
円（
セ
ッ
ト
レ
ン
ズ
代
込
）

　
サ
ン
グ
ラ
ス
５
型
10
種
（
う

ち
３
型
６
種
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
限
定
）

１
万
１
１
０
０
円
～
１
万
２
２

０
０
円

　
調
光
サ
ン
グ
ラ
ス
（W

EB

限
定
）
２
種
１
万
３
３
０
０
円

　
※
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ガ
ネ
ケ
ー

ス
・
メ
ガ
ネ
拭
き
付
き

　
※
サ
ン
グ
ラ
ス
は
＋
３
３
０

０
円
～
で
度
付
き
レ
ン
ズ
へ
の

変
更
が
可
能
。

　
㈱
ニ
デ
ッ
ク
（
愛
知
県
蒲
郡

市
、
小
澤
素
生
代
表
取
締
役
社

長
）
は
、
世
界
緑
内
障
週
間
で

あ
る
３
月
８
日
（
日
）
～
14
日

（
土
）
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ

た
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
in
グ
リ
ー

ン
運
動
」
へ
協
力
す
る
た
め
、

本
社
（
蒲
郡
市
）
お
よ
び
全
て

の
営
業
拠
点
を
緑
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
た
。
さ
ら
に
、
蒲
郡

市
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
蒲
郡

駅
南
口
ヨ
ッ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
号
」
も
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
っ
た
。

　
緑
内
障
は
、
眼
圧
の
上
昇
な

ど
に
よ
っ
て
視
神
経
に
障
害
が

生
じ
、
視
野
（
見
え
る
範
囲
）

が
狭
く
な
っ
て
い
く
病
気
。
日

本
に
お
け
る
中
途
失
明
原
因
の

第
1
位
で
あ
り
、
40
歳
以
上
の

20
人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
高
齢
に
な
る
ほ
ど
有
病
率
が

高
ま
る
た
め
、
高
齢
人
口
の
増

加
に
よ
り
患
者
数
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。
緑
内

障
を
早
期
に
発
見
す
る

に
は
、
眼
の
検
診
が
不

可
欠
で
す
。

　
同
社
は
眼
科
医
療
機

器
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
よ

り
多
く
の
人
々
に
緑
内

障
と
い
う
疾
患
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
２
０
１
９
年
か
ら
日
本
緑

内
障
学
会
の
実
施
す
る
「
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
in
グ
リ
ー
ン
運
動
」

に
協
力
し
て
い
る
。

　
ま
た
市
内
を
走
る
社
員
送
迎

バ
ス
お
よ
び
工
場
間
連
絡
車
に

世
界
緑
内
障
週
間
の
バ
ナ
ー
を

掲
示
。

　
同
社
は
今
後
も
同
活
動
に
協

力
し
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
を
目

指
し
て
い
く
。

　【
実
施
内
容
】

　
・
全
国
13
の
拠
点
を
緑
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
日
程 

＝
３
月
９
日
（
月
）

～
13
日
（
金
）

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間 

＝
18

時
～
21
時

　
場
所 

＝
本
社
拾
石
工
場
、

札
幌
支
店
、
仙
台
支
店
、
埼
玉

支
店
、
東
京
営
業
課
、
千
葉
営

業
所
、
横
浜
支
店
、
金
沢
支
店
、

京
都
支
店
、
大
阪
営
業
課
、
高

松
支
店
、
広
島
支
店
、
福
岡
支

店
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ガ
ネ

協
会
、
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同

組
合
、
日
本
眼
鏡
政
治
連
盟
の

３
団
体
は
、
３
月
19
日
か
ら
左

記
住
所
に
移
転
し
た
。

　
電
話
番
号
、
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
は
、
各
団
体
に
よ
っ
て
異

な
る
。

　
■ 
新
事
務
所
の
概
要 

　
●
新
住
所
：
〒
１
６
９
‐

０
０
７
３
東
京
都
新
宿
区
百
人

町
２
‐
26
‐
10
‐
２
０
１

　
各
団
体
の
電
話
番
号
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号
は
以
下
の
通
り
。

　
▽
一
般
社
団
法
人
日
本
メ
ガ

ネ
協
会
☎
０
３
‐
５
９
３
７
‐

７
５
２
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐

５
９
３
７
‐
７
５
２
９

　
▽
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同

組
合
☎
０
３
‐
５
９
３
７

-

７
５
２
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐

５
９
３
７
‐
７
５
２
８

　
▽
日
本
眼
鏡
政
治
連
盟
☎

０
３
‐
５
９
３
７
‐
７
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
９
３
７
‐

７
５
２
９

　
　
♢

　
　
♢

　
　
♢

　
公
益
社
団
法
人
日
本
眼
鏡
技

術
者
協
会
は
業
務
環
境
の
改
善

を
目
的
と
し
て
、
下
記
の
と
お

り
事
務
所
を
移
転
し
た
。

　
新
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
一

層
の
向
上
に
努
め
い
く
。                                                                               

　
ま
た
、
３
月
18
日
か
ら
電
話

番
号
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
。 

　
■ 

新
事
務
所
の
概
要 

　
●
新
住
所
：
〒
１
６
９
‐

０
０
７
３
東
京
都
新
宿
区
百
人

町
２
‐
26
‐
10
‐
２
０
２

　
●
業
務
開
始
日
：
３
月
２
日 

　
●
新
電
話
番
号
：
０
３
‐

５
９
３
７
‐
７
５
３
１
（
３
月

18
日
か
ら
） 

　
●URL

：  https://www.
m

egane-joa.or.jp/ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
で
実
施

「
眼
鏡
作
製
技
能
士
」
の
学
科
試
験
申
込
者
数

26
年
度

２４２３人に増加
前年比で１１８％増に

日
メ
協「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
手
順
１
』公
開

眼
鏡
３
団
体
が
移
転

春
の
新
作
コ
ラ
ボ
全
28
種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

Ｚ
о
ｆ
ｆ

ジ
ャ
ー
ナ
ル 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

レ
リ
ュ
ー
ム

より多くの人々に緑内障への関心を
世
界
緑
内
障
週
間
の
３
月
８
日
～
14
日
実
施

ニデック ライトアップｉｎグリーン運動

た
。

　
④
第
１
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員
会

の
報
告

　
２
月
20
日
（
金
曜
日
）
千
代
田
区
平

河
町
「
都
道
府
県
会
館
」
に
於
い
て
第

１
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、主
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｂ 

７
２
８
５
「
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
―
基
本
的
要
求
事
項
及
び

そ
の
試
験
方
法
」
の
原
案
作
成
に
つ
い

て
協
議
検
討
し
た
旨
報
告
し
た
。

　
⑤
眼
鏡
記
者
会 

新
春
眼
鏡
人
懇
親

会
の
報
告
、
他

　
２
月
10
日
（
火
曜
日
）
台
東
区
東
上

野
「
ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
タ
ウ
ン
・
オ
ー
ラ

ム
」
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
た
眼
鏡
記

者
会 

新
春
眼
鏡
人
懇
親
会
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　
２
．
第
59
回
業
界
物
故
者
追
善
供
養

並
び
に
協
賛
者
祈
願
成
就
の
集
い
の
件

（
本
谷
副
理
事
長
）

　
第
59
回
業
界
物
故
者
追
善
供
養
並
び

に
協
賛
者
祈
願
成
就
の
集
い
の
出
欠
に

つ
い
て
、
３
月
19
日
（
木
曜
日
）
ま
で

に
本
年
度
当
番
組
合
の
東
京
眼
鏡
販
売

店
協
同
組
合
事
務
局
あ
て
連
絡
す
る
よ

う
説
明
し
た
。

　
時
）
令
和
８
年
４
月
10
日
（
金
曜
日
）

午
前
11
時

　
於
）
台
東
区
上
野
公
園
「
不
忍
池 

辯
天
堂
」
境
内
め
が
ね
之
碑
前

　
尚
、「
め
が
ね
の
碑
」
へ
の
追
刻
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
同
じ
く
３
月
19

日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
当
組
合
事
務
局

あ
て
申
し
出
る
よ
う
あ
わ
せ
て
説
明
し

た
（
本
日
ま
で
、
吉
田
茂
憲
氏
〈
吉
田

メ
ガ
ネ
〉
よ
り
申
込
あ
り
）。

　
３
．
財
務
・
管
財
部
か
ら
の
ご
案
内

（
本
谷
副
理
事
長
）

　
本
日
、
財
務
・
管
財
部
委
員
会
を
開

催
し
、主
に
今
後
の
電
子
記
録
債
権（
で

ん
さ
い
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
切
り

替
え
作
業
を
行
っ
た
旨
報
告
し
た
。

　
４
．
２
０
２
６
年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ

カ
ル
フ
ェ
ア
の
件
（
本
谷
副
理
事
長
）

　
下
記
の
と
お
り
開
催
す
る
２
０
２
６

年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
に
つ

い
て
、
開
催
要
領
細
部
に
わ
た
り
説
明

し
た
。

　
５
．
令
和
８
年
度
組
合
懇
親
旅
行
会

（
夏
）
の
件
（
本
谷
副
理
事
長
）

　
６
．教
育
情
報
部
か
ら
の
ご
案
内（
本

谷
副
理
事
長
）

　
７
．
情
報
交
換
、他
（
薮
下
理
事
長
）

東
京
眼
鏡
卸
協
組

３
月
例
会
議
事
録

バ
ラ
に
な
り

か
ね
な
い
。

　
ア
ス
リ
ー

ト
に
と
っ
て

３
月
19
日
か
ら



第２５６８号 令和８年（２０２６年）３月２０日 （４）（第三種郵便物認可）

４
月
21
日
～
26
日
イ
タ
リ
ア
で
開
催

小
倉
社
長

レ
ト
ロ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
な
デ
ザ
イ
ン
が
人
気
の
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
か
ら

グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー

創
業
85
周
年
記
念
新
商
品『
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
１
９
４
１
』

THE NATURE OF TIME 体現

見え方が変わると世界が変わる

日本が誇る気鋭の
クリエイター３氏

３月 12 日発売 シチズン

お客様への感謝と目のために

５年という時間をかけて開発

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

西
東
京
市
、
大
治
良
⾼
社
長
）

は
、
レ
ト
ロ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
な

デ
ザ
イ
ン
が
人
気
の
レ
コ
ー
ド

レ
ー
ベ
ル
か
ら
ポ
ッ
プ
な
カ

ラ
ー
の
限
定
モ
デ
ル
が
登
場

し
、
３
月
12
日
に
発
売
し
た
。

　
１
９
９
０
年
代
テ
イ
ス
ト
の

⾊
使
い
や
⽂
字
板
に
、
夜
光
塗

料
と
印
刷
を
重
ね
た
、
遊
び
心

と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
る
全
モ

デ
ル
。

　
視
認
性
の
⾼
い
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
や
ア
ナ
ロ
グ
×
デ
ジ
タ
ル
表

⽰
な
ど
、
⽇
常
を
楽
し
く
彩
る

デ
ザ
イ
ン
が
魅
⼒
だ
。 

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
は
、

４
月
21
日（
火
）か
ら
26
日（
日
）

ま
で
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開

催
さ
れ
る
世
界
最
大
規
模
の
デ

ザ
イ
ン
の
祭
典
「
ミ
ラ
ノ
デ
ザ

イ
ン
ウ
ィ
ー
ク 2026

」（
※
）

に
、
国
産
腕
時
計
を
代
表
す
る

〈
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
〉
と
し

て
出
展
す
る
。

　
会
場
は
、
ブ
レ
ラ
地
区
の

中
心
部
に
建
つGalleria d

’

arte m
oderna “Il Castello

”

（
ガ
レ
リ
ア
・
ダ
ル
テ
・
モ
デ

ル
ナ
・
イ
ル
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
）。

な
お
、
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
は

２
０
２
３
年
よ
り
、
同
地
区
で

開
催
さ
れ
る
ブ
レ
ラ
デ
ザ
イ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
公
式
タ
イ
ム
キ
ー

パ
ー
だ
。

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
は

１
９
６
０
年
の
誕
生
以
来
、
最

高
峰
の
腕
時
計
を
目
指
し
、
正

確
さ
、
見
や
す
さ
、
美
し
さ
と

い
っ
た
腕
時
計
の
本
質
を
高
い

次
元
で
追
求
・
実
現
し
続
け
、

弛
ま
ぬ
進
歩
を
重
ね
て
き
た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

で
あ
る 

“THE NATURE 
OF TIM

E

” 

は
、
自
然
や
季

節
の
移
ろ
い
か
ら
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
感
性

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
究
め
て

時
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
匠

の
姿
の
二
つ
の
日
本
の
精
神
性

を
表
現
し
て
い
る
。

　
こ
の

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
も
と
、
グ

ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
は
、
日
本
の

自
然
や
季
節
の
移
ろ
い
を
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
し

て
、
時
の
本
質
を
表
現
し
て
き

た
。

　
今
回
の
出
展
に
際
し
、
㈱

TRUNK

の
桐
山
登
士
樹
氏

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
迎
え

た
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
は
、「
空

気
感
と
の
対
話
（Cultivating 

Atm
ospheres

）」
を
テ
ー
マ

に
多
岐
に
渡
る
作
品
を
展
開
す

る
進
藤
篤
氏
と
、
あ
た
た
か
み

の
あ
る
個
性
的
な
和
紙
を
手
作

業
で
制
作
す
る
、
蛭
谷
（
び
る

だ
ん
）
和
紙
唯
一
の
継
承
者
で

あ
る
川
原
隆
邦
氏
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
高
い
映
像
表
現
に
定

評
の
あ
るCG

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

阿
部
伸
吾
氏
を
起
用
し
た
。

　
同
展
示
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
セ

イ
コ
ー
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
焦
点
を

当
て
る
。
自
然
に
寄
り
添
う
精

神
性
と
、
匠
の
技
を
凝
縮
し
た

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
微
細
な
質
感
や

陰
影
、
色
の
奥
行
き
に
よ
っ
て

唯
一
無
二
の
世
界
観
を
つ
く

り
だ
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
に
宿
る

NATURE

を
通
し
て
、
時
間

の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
見
つ
め

直
し
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
視
点

を
通
し
た 

“THE NATURE 
OF TIM

E

” 

の
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
。

「PULSE OF TIME」進藤篤
　時計のダイヤルという小さな宇宙に散りばめられた、光の屈折と奥行き。この繊細な多
層性を、空間へと拡張するインスタレーション。何百もの光の脈が、淡い余韻を残しなが
ら移ろい、煌めく様子が立ち現れる。
　四季の移ろい、一日の循環、時の流れが、立ち上がり、絶え間なく続く時間の波に自分
自身が取り込まれていくように、光の層の奥へと意識がおぼろげに引き込まれていく作品。

「うつろい」川原隆邦
　和紙の繊細さと躍動感を軸に、自然現象を映し出す作品群を展開。グランドセイコーの
ダイヤルデザインである花筏・雪白・樹氷・水面・白樺をモチーフに、漆喰がもつ静謐さ
と動きの両立を探る。一瞬の出来事が時の層として定着するさまは、日本文化の長い歴史
を宿した和紙ならではの “THE NATURE OF TIME” を可視化する。

　「story」阿部伸吾
　舞い降りる花びら、降り積もる雪、吹き付ける風、木立の間を動く影。自然の景色は時
間とともに重なり、凝縮された瞬間が結晶のように輝く。その光と影の連鎖から、新たな
風景が生まれる―それがこの映像作品が描く「物語」す。ダイヤルのテクスチャーがほど
け、光の兼ね合いが描く繊細な変化の中に、凝縮された時間を感じ、想いを馳せる映像作品。

「aurora」川原隆邦
　グラデーションの和紙を漉き上げ、紙の薄さと漉き方を微細に変えることで、質感と透
過性が生む緩やかな光の生命を表現した。光の移ろいに応じて表情を変え、静かで流動的
なオーロラの広がりを再現。これまでにない和紙の世界で「時」が流れる。

３
万
６
３
０
０
円（
税
抜
価
格
３
万
３
０
０
０
円
）

限
定
５
０
０
本
　
キ
ャ
リ
バ
ー
：8989

JG2170-59Y

AN3660-73X AN3700-89Z

〈左から〉山本萩子さん（キャスター・
タレント）、㈱オグラ小倉信典代表取締
役社長、五十嵐亮太さん（野球解説者・
元プロ野球選手）
右写真：創業 85 周年を記念した新商品
の展示

JG2120-73L

３
万
３
０
０
０
円
（
税
抜
価
格
３
万
円
）

世
界
限
定
４
０
０
０
本
　
キ
ャ
リ
バ
ー
：0510

４
万
７
０
０
円
（
税
抜
価
格
３
万
７
０
０
０
円
）

限
定
５
０
０
本
　
キ
ャ
リ
バ
ー
：8989

３
万
５
２
０
０
円
（
税
抜
価
格
３
万
２
０
０
０
円
）

世
界
限
定
２
５
０
０
本
　
キ
ャ
リ
バ
ー
：0510

　「
オ
グ
ラ
眼
鏡
店
」「
こ
ど
も
メ
ガ
ネ

　
ア
ン
フ
ァ
ン
」
を
展
開
し
て
い
る

㈱
オ
グ
ラ
（
東
京
都
千
代
田
区
、
小
倉
信
典
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
こ
の

た
び
創
業
85
周
年
を
記
念
し
た
新
商
品
、
オ
グ
ラ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

『OGURA

（
オ
グ
ラ
）
１
９
４
１
』 

の
発
表
に
伴
い
、
野
球
解
説
者
と
し

て
も
活
躍
す
る
五
十
嵐
亮
太
さ
ん
を
招
い
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
３
月
３
日
（
火
）
に
開
催
し
た
。

　
■
創
業
以
来
85
年
、目
の「
見

え
方
」
視
機
能
補
正
と
真
摯
に

向
き
合
っ
て

　「“
小
倉
眼
鏡
商
店
”、
こ
れ

が
昭
和
16
年
、
１
９
４
１
年
に

日
本
橋
蛎
殻
町
で
創
業
し
た
時

の
会
社
名
。
先
代
で
あ
る
創
業

者
の
“
常
に
誠
実
で
あ
れ
、
お

客
様
に
対
し
誠
意
を
も
っ
て
目

の
知
識
を
お
伝
え
す
る
よ
う

に
”
と
の
教
え
を
実
直
に
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
現
在
は
『
オ
グ

ラ
眼
鏡
店
』『
こ
ど
も
メ
ガ
ネ

　
ア
ン
フ
ァ
ン
』
を
全
国
に
40

店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

　
■
眼
の
中
に
入
れ
る
レ
ン

ズ
、
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら
白
内
障

の
た
め
の
眼
内
レ
ン
ズ
ま
で
幅

広
く

　「
日
本
の
経
済
成
長
と
と
も

に
、
眼
鏡
商
店
か
ら
株
式
会
社

へ
と
会
社
も
大
き
く
発
展
す
る

中
、
当
時
、
近
い
将
来
眼
鏡
に

代
わ
る
レ
ン
ズ
と
し
て
注
目
さ

れ
始
め
て
い
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
に
早
く
か
ら
着
目
し
、
渡

米
し
て
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン

の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
学
会
に

働
き
か
け
日
本
導
入
を
手
が
け

る
な
ど
、
常
に
視
機
能
補
正
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
企
業
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現

在
は
眼
科
様
向
け
の
白
内
障
治

療
用
の
眼
内
レ
ン
ズ
に
い
た
る

ま
で
幅
広
く
、製
造
か
ら
卸
し
、

お
客
様
へ
の
小
売
り
ま
で
と
、

す
べ
て
を
一
本
化
し
た
形
で
幅

広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
」
と
小
倉
社
長
。

　
■
コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
し
た

お
客
様
へ
の
感
謝
、
長
き
に
わ

た
る
も
の
づ
く
り
へ
の
リ
ス
ペ

ク
ト

　
今
か
ら
５
年
前
、
創
業
80
周

年
を
記
念
し
た
新
商
品
発
表
を

予
定
し
て
い
た
時
期
に
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に

直
面
し
た
。
す
べ
て
の
予
定
が

行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
に
思
え
た
そ
の
時
、
今
こ

う
し
て
オ
グ
ラ
眼
鏡
店
が
あ
る

の
は
、
ひ
と
え
に
お
客
様
が

あ
っ
て
こ
そ
、
と
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
創
業
時

か
ら
長
き
に
わ
た
っ
て
目
の
機

能
、
視
機
能
補
正
に
携
わ
っ
て

き
た
も
の
づ
く
り
へ
の
リ
ス
ペ

ク
ト
の
気
持
ち
も
込
め
、
そ
の

後
さ
ら
に
５
年
と
い
う
時
間

を
か
け
て
じ
っ
く
り
構
想
を

練
っ
て
誕
生
し
た
の
が
、
今

回
発
表
の
85
周
年
記
念
モ
デ

ル
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
創
業
の

年
、
１
９
４
１
年
を
冠
し
て

「OGURA1941

」
と
名
付
け

た
。

　
■
視
力
補
正
だ
け
で
は
な
い

眼
鏡
の
チ
カ
ラ
。
人
生
を
快
適

に
前
向
き
に
生
き
る
き
っ
か
け

に
！

　「
眼
鏡
は
視
力
補
正
の
た
め

の
医
療
機
器
で
す
が
、
と
同
時

に
人
か
ら
見
ら
れ
る
う
れ
し

さ
、
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
も

一
役
買
っ
て
く
れ
ま
す
。“
見

る
喜
び
に
”
加
え
、“
見
せ
る

楽
し
さ
を
”
ぜ
ひ
実
感
し
て
い

た
だ
き
、
眼
鏡
を
こ
れ
か
ら
の

毎
日
を
よ
り
快
適
に
、
豊
か
に

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
い
た

だ
け
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
小
倉
社
長
。

　
■
老
眼
を
受
け
入
れ
た
く
な

い
自
分
が
い
た
こ
と
が
、
ウ
ソ

の
よ
う
に
快
適
！

　
続
い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

は
、
眼
鏡
を
着
用
し
た
五
十
嵐

亮
太
さ
ん
、
そ
し
て
発
表
会
の

司
会
進
行
を
務
め
る
、
日
米
野

球
に
詳
し
い
キ
ャ
ス
タ
ー
の
山

本
萩
子
さ
ん
が
登
壇
。「
と
う

と
う
、
僕
も
眼
鏡
デ
ビ
ュ
ー
で

す
。
眼
鏡
と
い
え
ば
ヤ
ク
ル
ト

の
先
輩
の
古
田
敦
也
さ
ん
が
浮

か
び
ま
す
が
、
ぜ
ひ
そ
の
イ

メ
ー
ジ
に
追
い
つ
き
た
い
！
」

五
十
嵐
さ
ん
な
ら
で
は
の
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
コ
メ
ン
ト
か
ら

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
も
と
も
と
視
力
は
良
く
、
今

回
が
初
の
遠
近
両
用
眼
鏡
と
い

う
五
十
嵐
亮
太
氏
さ
ん
。「
こ

こ
数
年
老
眼
が
始
ま
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
く
ら
い
な
ら

ま
だ
大
丈
夫
、
ま
だ
俺
は
い
け

る
、
み
た
い
な
感
じ
で
受
け
入

れ
た
く
な
い
自
分
が
い
ま
し

た
」
と
正
直
な
心
境
を
吐
露
。

「
実
際
に
眼
鏡
を
か
け
て
み
て
、

今
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
問
い

か
け
る
山
本
萩
子
さ
ん
に
「
い

や
も
う
、
よ
く
見
え
て
快
適
そ

の
も
の
で
す
。
こ
ん
な
に
違
う

な
ら
、
も
っ
と
早
く
作
れ
ば
よ

か
っ
た
！
」
と
即
答
さ
れ
ま
し

た
。

　
■
測
定
や
調
整
は
驚
き
の
手

際
よ
さ
「
迷
っ
て
い
る
人
は
ぜ

ひ
行
っ
て
！
」

　
今
回
オ
グ
ラ
眼
鏡
店
の
店

舗
で
実
際
に
測
定
と
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
五
十
嵐
さ

ん
。「
と
に
か
く
す
ご
い
！
こ

の
ペ
ー
ス
で
行
く
の
？
と
い
う

く
ら
い
早
い
！
で
も
、
し
っ
か

り
今
の
目
の
状
態
を
調
べ
て
く

れ
る
、
説
明
も
き
ち
っ
と
し
て

く
れ
る
、
そ
れ
な
の
に
あ
っ
と

い
う
間
で
す
。
お
店
に
足
を
運

ぶ
の
を
迷
っ
て
い
る
人
は
、
本

当
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
や
っ
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
行
く
べ

き
で
す
よ
」
と
力
説
。

　
■
自
分
で
は
手
に
取
ら
な

い
”
ブ
ロ
ー
タ
イ
プ
”
の
デ
ザ

イ
ン
は
新
鮮
！

　「
今
日
の
眼
鏡
は
ブ
ロ
ー
タ

イ
プ
と
言
う
の
で
す
ね
、
と
て

も
よ
く
お
似
合
い
で
す
」
と
い

う
、山
本
さ
ん
か
ら
の
言
葉
に
、

「
自
分
で
は
選
ば
な
い
タ
イ
プ

の
形
で
正
直
ま
だ
見
慣
れ
な
い

感
じ
で
す
ね
」
と
照
れ
る
五
十

嵐
さ
ん
。
眼
鏡
は
好
き
で
、
伊

達
眼
鏡
は
何
本
も
持
っ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、「
自
分
で
選
ぶ

と
ど
う
し
て
も
同
じ
よ
う
な
タ

イ
プ
ば
か
り
に
な
り
が
ち
な
の

で
、
お
店
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
は

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ
う

い
う
自
分
も
あ
り
な
の
か
、
と

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
し
、
フ

レ
ー
ム
の
形
が
知
的
な
雰
囲
気

も
あ
っ
て
、
そ
の
気
に
さ
せ
る

と
い
う
か
・
・
・
ど
う
、
い
い

解
説
を
し
そ
う
に
見
え
る
?!
で

し
ょ
？
」
と
、
会
場
を
大
い
に

沸
か
せ
る
ト
ー
ク
が
続
い
た
。

　
■
眼
鏡
は
か
け
る
だ
け
で
、

簡
単
に
印
象
ア
ッ
プ
！

　
「
僕
の
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な

く
て
、
山
本
さ
ん
こ
そ
、
眼
鏡

が
よ
く
似
合
っ
て
い
ま
す
よ
、

い
つ
も
と
少
し
違
う
雰
囲
気

だ
し
」
と
五
十
嵐
さ
ん
か
ら

「OGU
RA1941

」
を
着
用

し
た
山
本
さ
ん
へ
の
感
想
。
山

本
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

　
私
も
ま
だ
、
見
慣

れ
な
い
感
じ
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
い
う
上
品
で
ク
ー
ル
め
な

眼
鏡
は
今
ま
で
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で

す
」 

　
■
野
球
と
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ

ン
、
投
手
も
打
者
も
目
は
大

事
！
眼
鏡
を
変
え
て
成
績
ア
ッ

プ
！

　
続
い
て
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
視
機
能
（
目
の
見
え
方
）
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
連
性
を

研
究
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
」
で
は
、
オ
グ
ラ

眼
鏡
店
・
参
与
、
時
沢 

宏
よ

り
「
視
力
、
動
体
視
力
、
深
視

力
な
ど
の
検
査
を
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う

五
十
嵐
さ
ん
へ
質
問
。

　「
検
査
の
名
称
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
確

か
に
現
役
時
代
は
、
経
験
が
あ

り
ま
す
」
と
回
答
す
る
五
十
嵐

さ
ん
に
、「
一
般
的
な
視
力
検

査
に
加
え
て
、
動
く
も
の
を
追

う
視
力
、
瞬
時
に
多
く
の
情
報

を
と
ら
え
る
視
力
、
立
体
的
に

も
の
を
と
ら
え
る
視
力
な
ど
い

く
つ
か
の
項
目
が
あ
り
、
項
目

ご
と
に
野
球
や
テ
ニ
ス
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ

れ
る
理
想
的
な
ス
コ
ア
が
デ
ー

タ
と
し
て
表
示
、
分
析
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
リ
ー
グ
の
あ
る

チ
ー
ム
で
、
入
団
時
か
ら
９
年

間
そ
の
検
査
を
行
い
、
結
果
、

ス
コ
ア
が
高
か
っ
た
選
手
が
高

い
成
績
を
残
し
た
と
い
う
分
析

結
果
が
出
て
い
ま
す
」
と
、
興

味
深
い
デ
ー
タ
を
紹
介
。

　「
な
る
ほ
ど
！

　 

ド
ジ
ャ
ー

ス
の
マ
ッ
ク
ス
・
マ
ン
シ
ー
選

手
の
例
で
す
が
、
２
０
２
５
年

に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
、
眼
鏡
を
作
り
替

え
た
ら
成
績
が
ア
ッ
プ
し
た

の
で
す
。
つ
い
昨
年
の
話
で

す
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。
実
際
に

は
、
眼
鏡
を
使
用
す
る
野
球
選

手
は
少
な
く
、
約
80
％
の
選
手

が
コ
ン
タ
ク
ト
で
視
力
補
正
を

し
て
い
ま
す
が
、
視
機
能
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
は
デ
ー

タ
で
証
明
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。

ミラノデザインウィーク  に出展
２
０
２
６ポ

ッ
プ
な
カ
ラ
ー
の
限
定
モ
デ
ル
が
登
場

　
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
（
東
京
都

渋
谷
区
、
高
野
晋
代
表
取
締
役

社
長
）
は
、
３
月
３
日
（
火
）

と
４
日
の
２
日
間
、
九
段
会
館

テ
ラ
ス
３
階
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
＆
バ
ン
ケ
ッ
ト
（
東
京
都
千

代
田
区
）
に
て
時
計
新
製
品

展
示
会
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ

Ｗ 
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

／
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ 

２
０
２
６
」

を
開
催
し
た
。

　
同
展
示
会
は
「Redefining 

the Shape of Tim
e.

」

を

テ
ー
マ
に
、
今
年
４
月
か
ら
７

月
に
発
売
の
新
製
品
を
展
示
。

同
社
担
当
者
が
特
徴
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
参
加
者
は
そ
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　
同
展
示
会
で
公
開
さ
れ
た
新

製
品
の
詳
報
は
、
次
号
以
降
の

本
紙
で
も
紹
介
し
て
い
く
。

ＣＡＳＩＯ ＮＥＷ ＷＡＴＣＨ 
ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ 展示会開催

カシオ春夏時計新製品

五十嵐亮太さん
トークセッション特別イベント

40代からの目のライフステージ 五十嵐氏人生初の遠近
両用眼鏡かけ登場 語る

展
示
さ
れ
る
４
つ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
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